
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の生活目標 

《一年間のしめくくりをしよう》 
       生活指導主任 澁谷 歩 

春を迎え、今年度もいよいよしめくくりの時期

となりました。学校には、安全で楽しく集団生活

を送るためのきまりがたくさんあります。 

①自分から進んで元気に挨拶をする。 

②廊下、階段は静かに右側を歩く。 

③ハンカチ、ちり紙をいつも身に付ける。 

④通学路を守って登下校する。  等々 

振り返ると「自信をもってできた」と思えるこ

とと、「うーんこれはちょっとできていないな」

ということがあると思います。まだ一ヶ月ありま

す。ぜひ今一度、ご家庭でも学校のきまりを読ん

でいただき、子供に声かけをお願いします。      

 

開一小だより 
第３５４号 

平成２８年２月２９日発行 

練馬区立開進第一小学校 

校 長   説  寿 弘 

３月の行事予定 

１日（火） 安全指導 音楽集会 

２日（水） 児童集会 

6 年生を送る会リハーサル 

（4･5･6 年生担当児童 6 校時） 

３日（木） 6 年生を送る会（3･4 校時） 

      お別れ給食会 

４日（金） 避難訓練（9:20～） 

５日（土） (北西小定期演奏会 合唱団参加） 

７日（月） 全校朝会 

委員会（5･6 年生 6 校時） 

８日（火） 午前授業（1～5 年生） 

巣立ちの会 （6 年生 14:00～） 

９日（水） 児童集会 

１０日（木） 送別球技大会（5･6 年生 5･6 校時） 

１１日（金） 送別球技大会予備日 

１４日（月） 全校朝会 

１６日（水） 集会なし 

２０日（日） 春分の日 

２１日（月） 振替休日 

２２日（火） 卒業式準備（5 年生 6 校時） 

２３日（水） 集会なし 午前授業（1～4 年生）  

卒業式予行練習 

（5･6 年生 5･6 校時） 

２４日（木） 午前授業 修了式 給食終 

大掃除（4 校時） 

２５日（金）第１３４回卒業式(1～4 年生は休業日) 

２６日（土）春季休業日始 

※12 日（土）は第二土曜日ですが、授業日では 

ありません。 

※４月６日（水）始業式 入学式 

贈る言葉 －我訓－ 

校長  説 寿弘 

桜咲く３月、卒業や進級、そして別れと出会いの季節です。

今年度も６年生１１７名が本校を巣立ち、延べで１５４９０

名がこの伝統・歴史のある開一小から旅立つことになります。 

 そこで、贈る言葉（我訓）です。校訓や家訓があるように、

勝手に自分が考えた我訓（書物や尊敬する先輩、自分で考え

た言葉など、今までの自分に影響を与え、支えた言葉）を綴っ

てみました。 

 Ａ４で３枚程になるのですが、その中から、いくつか紹介し

ます。 

 ①和敬清寂、②信賞必罰、③歩々是道場、④啐啄同時、⑤一

期一会、⑥愛情なくして信頼なく、信頼なくして教育はなし、

⑦進みつつある教師のみ、人を教える権利がある、⑧聞いたこ

とは忘れ、見たことは覚え、行ったことは理解する、⑨人間に

は遊びが必要である、⑩クラス全員の児童と一日一回以上は会

話を心がけるべし、⑪笑顔の沈黙は最高の助言である、⑫人生

は本音勝負がいい（建前やきれい事はいらない）、⑬人の世に

道は一つということはない、道は百も千も万もある、⑭他人の

ために尽くす人生こそ、価値ある人生だ、⑮「にこにこ・キラ

キラ」「はぁ～はぁ～」「やった～」これぞ子供の授業の姿、

⑯子供にとって最大の教育環境は教師自身である、⑰「己所不

欲、勿施於人」、⑱人から感動をもらうのではなく人に感動を

与える人になろう、⑲人は為すことによって学ぶ、⑳いのちは

時間、いのちは自分が使える時間である等。また、ある先生は、

「もし花を咲かせることなく、しぼんだり枯れたりする子供が

いれば、それはまぎれもなく大人のせいであり、子供はその犠

牲者だ。」と述べています。未来に大きな花を咲かせてあげた

いものです。 

 また、現代社会はストレス社会とも言われています。スト

レス解消法を私なりに見つけ、校長室に掲示し、実践してい

ることを紹介します。ストレス（STRESS）の英頭文字を取

って、S（スポーツ・運動）、T（トラベル・旅行）、R（レ

クリエーション・趣味特技）、E（イート・食事）、S（スリ

ープ・睡眠）、S（スマイル・笑顔）です。実践・努力してみ

てはいかがでしょうか。 

  本校は、来年度１３５年目を迎えます。いつも地域の皆様

に支えられ、協力・支援を惜しまない保護者の皆様に見守ら

れ、そして、礼儀正しく、何事にも全力で努力し、知・徳・

体の生きる力を素直に育んできた子供たちの学校です。本当

に学校と地域が一体となった素晴らしい学校です。学校に関

わった全ての方々に、心より感謝申し上げます。そして、今

後とも、ご理解・ご支援の程、よろしくお願い致します。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高学年に向けて                      ５年 担任一同 

４月から委員会活動やクラブ活動で、高学年としての「役割」と「責任」を感じつつ、進んで活動に取り組ん

できました。運動会や下田移動教室では、仲間と協力することで大きな達成感を味わってきました。この 1 年間

で心身共に成長してきました。 

早いもので３月になります。頼れる６年生は、卒業してしまいます。様々な行事で６年生と活動を共にするこ

とで、直接教えてもらったり、背中を見て学んだりしてきました。そのおかげで安心して活動に取り組めました。 

６年生から学んだことを今後は、下級生に教える立場になります。「６年生を送る会」や「お別れ給食会」など

で、６年生から様々な役割を引き継ぎます。６年生から受け継ぐ“バトン”を胸に、４月からは最高学年として、

そして開一小の顔として活動できるように指導していきたいと思います。 

最上級生に向けて                      ５年 担任一同 

４月から委員会活動やクラブ活動で、高学年としての「役割」と「責任」を感じつつ、進んで活動に取り組ん

できました。運動会や岩井移動教室では、仲間と協力することで大きな達成感を味わってきました。この 1 年間

で心身共に成長をしてきました。 

早いもので３月になります。頼れる６年生は、卒業してしまいます。様々な行事で６年生と活動を共にするこ

とで、直接教えてもらったり、背中を見て学んだりしてきました。そのおかげで安心して活動に取り組めました。 

６年生から学んだことを今後は、下級生に教える立場になります。「６年生を送る会」や「お別れ給食会」など

で、６年生から様々な役割を引き継ぎます。６年生から受け継ぐ“バトン”を胸に、４月からは最高学年として、

そして開一小の顔として活動できるように指導していきたいと思います。 

卒業に向けて                        6 年 担任一同 

子供たちにとって、開一小での集大成としての１ヶ月が始まります。卒業に向けての意識をもって、行事・活

動に取り組むことができるように、アルバム文集・６年生を送る会・巣立ちの会・奉仕活動・送別球技大会・卒

業式実行委員を立ち上げ、活動を進めてきました。学級では、卒業へのカウントダウンカレンダーを作り、残り

わずかな学校生活を大切にしています。 

３月に入ると、６年生を送る会・お別れ給食会・巣立ちの会・修了式、卒業式と、大きな行事が待っています。 

一人一人が責任と自覚をもって、最後まで「全力で取り組む」ことを心に留めて、活動してほしいと願ってい

ます。そして、２５日には立派な姿で巣立っていく１１７名を送り出したいと思います。 

 

こんなに大きくなったよ！                  １年 担任一同  

４月に入学してからの一年間で、一年生はたくさんの経験をしました。子供たちの様子から、できるようにな

ったことを紹介します。 

○友達がたくさんでき仲よく遊べるようになった。○平仮名や漢字をきれいに書けるようになった。○音読が

上手になった。○たしざん、ひきざんの計算が速くできるようになった。○なわとびが上手になった。○給食が

たくさん食べられるようになった。○掃除や係の仕事を一生懸命できるようになった。 

少しずつクラスへの所属意識が生まれ、安心して学校生活を送っている様子がみられます。子供たちもこの一

年間の成長を自ら実感しているようです。二年生に向けてさらに力を発揮していくことと思います。担任一同期

待が膨らみます。 

 

「かい一がんばり大さくせん」を通し成長した２年生           ２年 担任一同 

今年度２年生の道徳の授業では、繰り返し「最後までやり遂げる大切さ」を学んできました。それを道徳の授
業の中だけで終わらせるのではなく、学校生活につなげようという取り組みが「かい一がんばり大さくせん」です。 
この取り組みを年間通して行うことで、子供たちは様々なことを最後までやり遂げました。いくつか振り返り

の文章を紹介します。 
＜プール＞・夏休みのプールをぜんぶさんかするというめあてができた。 

・10ｍおよぐめあてがたっせいできたからうれしい。 
＜運動会＞・大玉はこびの玉をおとさないでゴールするという、もくひょうがたっせいできた。 

・かぞくが見に来てくれて、八木ぶしがとても上手だった、と言ってもらえた。 
＜いちょうフェスティバル＞・大きな声でせりふを言い、大きな動きでえんぎをすることができた。 

・お父さんお母さんから、「ちゃんと声が聞こえたよ。」と褒められた。 
 
こうした振り返りの文章や子供の姿から、自分の目標を意識して最後までやり遂げる様子が見られました。こ

の経験を自信にして、さらに大きく成長していってほしいと願っています。 

６年生を送る会                          特活部  本間 愛子 

３月３日（木）３、４時間目に「６年生を送る会」そして、給食の時間には「お別れ給食会」が行われます。

今までお世話になった６年生に感謝の思いを伝えようと、各学年が出し物の準備をしています。毎年どの学年も

工夫し、６年生への思いがあふれる会となっています。そして、６年生から５年生へたてわり班の引き継ぎも行

い、５年生にとっては「開一小をこれから引っ張っていくんだ」という決意に満ちた会でもあります。 

どの学年もこの一年間の一人一人の成長を実感しつつ、来年度への希望が膨らむ会でもあります。開一小のみ

んなの優しい心がいっぱいつまった温かい会になることでしょう。 

 


